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21世紀の大学を拓く生涯学習振興事業
一 明治大学刑事博物館の理念と実践について 一
伊能 秀明
第1節 明治大学刑事博物館への招待
1白 雲なびく駿河台へようこそ
大学の構内にどうしてこんなモ ノが… … と思わず驚いて しまう展示資料の数々。
一 「刑事博物館」 って、 どんな博物館(と ころ)だ と思いますか?
一 え一 ッ!刑 事 さん の ミイ ラで もあるの か し らア1?
こんな真顔(マ ジ)な や り取 りに苦笑 したこともあった。
本稿は、人間の精神の底知れない闇の深 さを突きつけられるような 「刑事博物館」における、
最新の生涯学習事業 の記録である。
あ らためて、白雲なびく駿河台の明治大学へようこそ。明治大学は、1881(明治14)年1
月明治法律学校 として創立され、「権利自由 独立 自治」を建学の理念 として120年を超える
歴史 と伝統を育みながら今 日にいたっている。
●
明治大学刑事博物館は、1929(昭和4)年4月 、学生の実物教育のために刑事関係資料の収
集 ・保存を目的 として創設された。1951(昭和26)年4月 か ら、江戸時代の古文書 と明治時
代の法制関係資料の収集を加え、資料保存機関として充実 を図 りなが ら歩み続 けてきた。1955
(昭和30)年に文部大臣か ら博物館相当施設に指定され、現在我が国で唯一の刑事偉物館であ
、
るとともに、多種多様なコレクションを誇る大学博物館、あるいは穴場的スポッ トとして知 ら
れ る。
わた くしは、博物館の三大機能といわれる資料の収集展示、調査研究、生涯教育を担 当する
学芸員である。もしほんとうに刑事さんのミイラがあった ら、ぜったい永久保存 したいと思っ
て い る。
2刑 事博物館資料との出会い
本館は、23階建ての超高層校舎 リバティ ・タワーに隣接す筍大学会館内にある。案内嬢のい
る1階 ホールを通ってエレベーターで3階 へ。大学博物館 というと、なんだか敷居が高いよう
に思われがちだが、本館の入口には受付 もないし、入館料 も不要。展示室はさほ ど広 くなく、
学校 の標準的な教室3つ 分 くらい。けれども年間260日以上開館 し、法と人の歴史にかかわる
興味深い資料を一般公開して好評を博している。b
まず目に飛び込 んでくるのは、突棒(つ くぼ う)、刺又(さ すまた)、袖搦(そ でが らみ)の
捕物三道具。捕物道具は、もともと合戦場で敵方の武将な どを生け捕 りするときに用いた武器
だ った。だか ら本来は捕物でなく、「捕者」と書 く。江戸時代になると、相手を傷つけずに捕縛
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する道具として利用したうえ、ふだんも関所や番所、名主宅や刑場に備えられ 通行する人々
を威圧していた。現在でも、刺又によく似たパイプ製器具が警察署に配備され、凶悪犯の逮捕
に実用しているのをご承知だろうか。また町奉行所の与力や同心は,罪人を逮捕するときに十
手 (じって)や捕縄(と りなわ)を 用 いた。 とくに十 手は、代表的 な捕物道具 と して お馴染みだ
が、一説によれば明治、大正時代にさえ私製の十手を携帯する刑事がいたという。
誉 一.
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写真1rさ まざまな十手」」 写真2「 江戸時代の捕物道具」
1
3 圧巻は拷問具 ・処刑具の展示
じつは本命 は、他 に類 を見 な い拷問 具 ・処 刑具のユニー クな展示 であ る。
石抱責 (いしだきぜめ)は、江戸の小伝馬町牢屋敷(現在の中央区十思公園周辺)で罪人に
自白を強制するときにおこなった。被疑者をそうばん板の上に正座させ、両ひざの上に伊豆石
(重さ 1枚約48キロ)を積み重ねる拷問法は時代劇でもお馴染みのはず。拷問法には、ほかに
答打 (むち うち)、海老責(え びぜ め)、釣責(つ りぜめ)が あった。
また死刑にもいろいろな形式があったので、主殺 しの重罪人に科した鋸引(の こぎりびき)
を は じめ 、礫柱、捨札、獄門首台木、火罪柱(いずれも複製)を、その使用状況を描いた図版
とともに展 示 して いる。
ギ ロチ ン(複 製)は 、 フランス の医師ギ ョタ ンが、死刑 囚を即死 させ る"人 道的だ 器具 と
して提 案 し、国 王ルイ 十六 世や 王妃 マ リー ・ア ン トワネ ッ トな ど数多 くの処刑 に用い られた こ
とで有 名で ある。
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写真5「 ギロチン」 写真6「 鉄の処女」
ニュル ンベルクの鉄の処女(複 製)は 、中世 ドイツの拷問 ・処刑器具。ミイラの棺桶のよう
なカプセルの内側に鋭 い針が多数取 りつけられ、ふたを閉めれば人間の串刺 しが一丁上が りに
なる しかけ.ギ ロチ ンも、鉄の処女 も我が国唯一・の展示資料である。
ここを訪れた人は、刑事関係資料 一 言 いかえれば人権抑圧の歴史を物語る 「生き証人たち」
一 にま近 に接 して、罪 と罰の意味につ いて真剣 に考えは じめた自分に気づくだろう。
426万 点超の教育研究費源 一 学術盗料の集積と情報の創出一
所蔵資料は、刑事関係資料のほか江戸時代の古文書、明治期記録、器物、絵画、写真、古典
籍な どが20万点以上、図書 ・地方史誌が6万 点以上にのぼる(【資料1】)。収集資料の全容 は、
資料 目録な どの出版物に載録 して公開 された うえ、国内外 の教育研究、出版報道、文化 の向上
のためにひろく活用 されている(資 料閲覧は予約制)。
これ らの教育研究資源は、恒温恒温の収蔵室内に本館独 自の分類方法によって、整然と永久
保存されなが ら、万人のために"歴 史の証言台"に 立つ日を待っている。
ところで明治大学の教育 ・研究 については、ともすれば 「一周遅れの トップランナー」 と悪
評されて きた側面がある。
1998年3月、財団法人大学基準協会か ら明治大学長に対 して、「貴大学の相互評価 の認定 に
関する件について」 という通知があった。通知には 「明治大学 に対す る助言、勧告」が付記 さ
れていた。「助言、勧告」には、全学的な問題点 として13項目の指摘があった。反対に、本学
の長所にかかわ る指摘は7項 目あったが、第6項 で明治大学博物館の活動について、下記のと
お り高 く評価され た。
「6刑 事博物館、考古学博物館、商品陳列館の三つの博物館が大学の教育研究の活性化
にとって重要な役割をはた している点は評価できる」
刑事博物館の事業が大学の長所として評価された背景については、松尾正人・中央大学教授
「日本の大学博物館一知の創出と発信 一」(『中央評論』231号、2000年5月)でも紹介 された。
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松尾氏は、大学博物館が 「大学の個性 をアピール し、その結果が教育研究活動の活性化 に結び
つき、大学が高く評価される結果 となった」 と指摘 している。
小職は、全国各地から増加中の修学旅行生に"地元 の優 しいオジサン"と して応対す るとと
もに、市民向けの生涯学習講座 「博物館入門講座」はますますパ ワフルに講義 してゆ く所存。
本館へのルー トは、JRまたは地下鉄丸 ノ内線の御茶 ノ水駅で下車 し、駿河台下へ坂道をブ ラブ
ラ歩 いて来るのがよい。または地下鉄半蔵 門線、都営新宿線 ・三 田線の神保町駅 で下車 し、神
田古書店街を気ままに散策 したあ と立ち寄る逆 コース もお勧めだ。
先入の知的遺産、でなければ反面教師的な教訓というべき刑事博物館の教育研究資源につい
てご理解 を深めていただければ幸いである。
第2節 生涯学習事業へのアプローチ
1生 涯学習 とはな にか?
'
つぎに生涯学習事業の理念はなにか、考察を深めよう。博物館に関する総合的科学を博物館
学といい、博物館学に関す る我が国初の本格的な事典r博物館学事典』(1996年、東京堂出版。
小職 も分担執筆)を ひもとくと、生涯学習はつぎのように定義 されている。
「人々が 自己の充実や生活の向上のため、その自発的意思に基付き必要に応 じ自己に適 した
手段 ・方法 を自 ら選んで行 う学習」(198ゴ年中央教 育審議会答申 による。)
ち なみ に生涯学 習(教 育)は 、1965(昭和40)年 ポール ・ラング ラ ン(PaulLengrand)が
ユネスコの成人教育推進委員会で提唱 した理念である。彼は、「教育は児童期、青年期 で停止す
るものではない。それは、人間が生きている限 りっづけ られるべきである。」と述べ、のちにユ
ネスコの成人教育計画課長 をつとめるな ど成人教育 の推進に尽力 した。
198]年の中教審答申は、生涯学習が重視されるよ うになった背景についてつぎのとお り記 し
て い る。
「ア 科学技術の進歩や国際関係の緊密化などの社会・経済の急速な変化に伴う適切な対
応の必要性
イ 人々の教育的 ・文化的要求そのものの増大
ウ 所得水準の向上や労働時間の短縮、あるいは寿命の延長な どによる人々の経済的 ・
時間的ゆとりの増加
工 自由な活力ある社会を築いていく土での教育的対応の必要性」
すなわち社会的 ・経済的変動への対応、個人の知的欲求、生活水準の向上、余暇時間の活用、
長寿社会の本格化、社会教育政策の拡充などを契機 として、生涯学習への関心が高ま りをみせ
た。それに対応 して、行政、教育機関、民間事業者、'博物館などが 中心 とな り、生涯学習にか
かわる事業 を推進 してきたのである。
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2日 本の生涯学習の歩みをふり返る
第3節で刑事博物館の生涯学習事業を略述するが、その前提として戦後の生涯学習の歴史を
簡潔にふ り返っておきたい。長年にわた り民間でカルチ ャー事業 にたず さわった識者によると、
我が国の生涯学習の歩みは 【資料2】 のよ うに3期 に区分できるとい う。
思 うに生涯学習は、本来、市民の目線、学習者 自身の立場が前提 となる。 ゆえに21世紀の
生涯学習社会では、社会教育 ・学校 ・民間 の三者がそれぞれ特色や専門性 を活か して、相互に
連携 しなが ら、より一層の社会貢献 を実現 してゆくことが望 ましい。2001年か らの第4期 は、
社 ・学 ・民連携の緊密化 を模索するべきである。
3国 の生涯学習振興策をひもとく
国の生涯学習振興政策は、む ろん生涯学習体系 の形成発展にさまざまな影響を与えてきた。
あらためて政策のあ らましをまとめると、 【資料3】 のとお りである。
4大 学の生涯学習事業を考える一21世紀の大学を拓 く一
(1)生涯学習の現代的課題
生涯学習の現代的課題は、1992年7月の生涯学習審議会答 申に掲げ られている。
「生命 、健 康、人権 、豊 か な 人間性 、家庭 ・家族 、消 費者問 題 、地 域の 連 帯、ま ちづ く り、
交通 問題、高齢化社会、男女共同参画型社会、科学技術、情報の活用、知的所有権、国
際 理解 、国 際貢 献 ・開 発援助 、 人 工 ・食料 、 環境 、 資源 ・エ ネルギ ー等 」
したがって大学の生涯学習事業は、今後 ともこれ らのテーマに沿って展開される ことが望ま
しい 。
(2)生涯学習シンポジウム 「大学の公開講座を総括する」の所論から
1999年12月13日の生涯学習 シンポ ジウムf大 学の公開講座を総括す る」(大学公開講・座情
報研究会主催、早稲田大学井深大記念ホール)は 、示唆に富む内容だった。そ こで行われた2
つの基調講演 とシンポジウムの概要を抜粋 して紹介 したい。
a,基調講演1「 大学公開講座の役割 と意義」東京家政大学学長 清水司(元 早大総長)
欧米では、1972年にロー マクラブが 「限界なき学習」を宣言 したあ と、企業労働者の リカ レ
ソ ト教育や社内教育 を大学が になう現状 を報告 した。欧米 に比 べ、 日本の生涯学習は約20年
遅れていると指摘 した。
そ して今後の大学 における生涯学習のあり方 として、下記の課題を提示 した。
第一は、発展途上国にむけた生涯学習システムの情報発信。
第二は、企業内教育の重要性。とくに終身雇用制が崩れ て、企業人の能力再開発が必要 とさ
れること、また平均寿命の伸びに逆行 して企業の ライ フサイクルが短命化 している現状におい
て、人と企業 とのギ ャップをどのよ うに打開するのか。
b,基調講演2「大学公開講座の可能性と将来」文部省生涯学習局学習情報課長 岡本薫
1999年6月ケル ン ・サ ミ ッ ト ・コ ミ ュ;ケ の一 章 「人々 への 投 資」に、ケル ン憲 章 「生 涯学
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習の目的 と希望」(後掲 【資料4】)が 採択され た。そ こでは21世紀を 「柔軟性 と変化 の世紀」
と定義 し、高 まる流動性へのパスポー トと して教育 と生涯学習 がすべての人々に提供され るべ
きだ とい う。岡本は、ケル ン憲章を受けて21世紀のキイ ワー ドを 「変化 への対応」として、下
記の とお り5つ の具体的課題 を挙げた。
①18歳人口の急減 ④大学教育の生涯学習体系化
②経済状況の悪化 ⑤規制緩和
③情報化
このような課題 とのかかわ りか ら生涯学習の意義は いっそ う高 まると予想 され、やがて生涯
学 習 と非生涯学習とのボーダー レス化 が進行 してゆ くと締め くくった。
C,シンポジウム 「大学 の使命 と大学公開講座の多様性 一現状総括 と21世紀 の新戦略 一」
コーディネーター 代田恭之(日本生涯学習総合研究所理事長)
シンポジスト 自問竜一郎・(文部省生涯学習局生涯学習振興課企画官)
鳴板 繁(早 稲 田大学エ クステ ンションセ ンター事務長)
5
阿部賢典(昭和女子大学オープンカレッジ学院長代理)
池田 弘(文京女子大学生涯学習センター副所長)
第一に、公開講座の個性化と多様性の問題について、大学審議会答申に高等教育機関の生涯
学習が明記されたのを受けて、各大学で数多くの1公開講座を開設している現状では、講座の個
性化 ・差別化 を図るのは困難で ある。
第二に、経営課題として生涯学習事業は収益性が低いざ
おわ りに、現状 の分析 と展望、新たな戦略については、下記のとお り10のキイワー ドを挙
げて総括 された。
①グローバル化時代への対応
② ケ ル ン憲 章 「PassporttoMobility(流動性 に対 す るパ ス ポー・ト)」(【資料5】)
③バーチ ャル ・スクール(通 信衛星やイ ンターネ ッ トを使 った教育形態)
④バ リア ・フ リー(規 制緩和)
⑤海外への発信
⑥大学開放
⑦学習成果の評価 ・活用指針
⑧企業ニーズへの対応(企 業 人の リカ レソ ト教育)
⑨生涯学習 ・公開講座の理念
⑩ボーダーレス化と統合(大学教育と生涯学習の融合化)
なお上記のa,bc,の内容は、明治大学考古学博物館の黒沢浩学芸員のr生涯学習時代の大学博物館」σ明治大学博
物館研究報告』第5号所収)を参照した。
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5生 涯学習の世界情勢をめぐって一 ケルン憲章がめざす生涯学習社会一
ここでは、上記の生涯学習シンポジウム 「大学の公開講座を総括す る」でも引用されたケル
ン憲章を通 して、世界の生涯学習事情について考える。
1999年6月ドイツのケルンで先進8か 国首脳 による第25回経済サミッ トが開催 された。サ
ミッ ト共 同宣言(ケ ル ン ・サ ミッ ト ・コ ミュニケ)の 一章 「人々 への投 資」 にお いて、 ケル ン
憲章 「生涯 学習 の 目的 と希 望(AimsandAmbitionsforLifelongLearning)」が採 択 された 。
ケル ン憲章は、グ ローバル化が進む21世紀の社会変化に対応するためには、生涯学習 と職業
訓 練が不 可 欠な こと、また21世紀 を 「柔 軟性 と変化(FlexibilityandChange)」の世紀 と定義 し、
高まる流動性(Mobi!ity)に対するパスポー トともいえる教育 と生涯学習がすべての人々に提
供されなければな らないこと、そ してそれが実現 した将来 には個人の経済的成功、社会の安定
と繁栄が もた らされ るとしている。
これは、サ ミッ ト史上、教育や生涯学習のあ り方、その具体的施策 に関する指針がまとめら
れた初めてのケースだった。にもかかわ らず、当時、日本のマスコミではケルン憲章について
はほとん ど報道 されなかった。
ケルン憲章は、生涯学習が本来果たすべき役割やその将来的展望 について明確に謳い上げて
おり、いわば21世紀に向けた国際的教育憲章である。今後の生涯学習事業の展開にあた り、ケ
ルン憲章の理念への十分な配慮が必要となろう。
要するにケル ン憲章は、一部の生涯学習関係者だけでなく、国民各層 にとって も必読の宣言
な の で あ る 。 一
【資料4】に、財団法人日本生涯学習総合研究所によるケル ン憲章の要訳 を引用 し参考に資し
たい。ちなみに同財団は、生涯学習に関する総合的な調査研究 を行 うとともに、広 く国民の生
涯学習活動を支援する事業を行い、我が国の生涯学習の振興に貢献するため、1993年10月に
設立された公益法人である。
第3節 明治大学刑事博物館の生涯学習振興事業一 学術情報の集積と発信一
1教 育 ・普及事業の展開 一 学術情報の公開 ・利用 一
国の将来 をになう人材をいかに創造 してゆくか。教育 こそ世界諸国の国家戦略である。
いま大学 は、教育研究に対する十全の貢献を期待され、体質改善を追 られている。大学の構
造改革を推進するには、教職員各層の情熱と創造性 と…人で も多くの賛同者を得 ることが欠か
せ な い。
大学博物館は、資料 を体系的に収集 して保存 し、それ らの知的資源か ら新 しい価値観の発見
や意味づけをおこない、公共のために活用する融育 と研究のための機関である。
ゆえに博物館は、大学の構造改革だけでなく、社会 ・文化の向上にも役立って いる(【資料6】)。
私見 によれば、生涯学習振興事業の基本は、主体となる学習者 と同じ目線で語 ることか ら始
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まる。ゆえに相手の名前を覚 えようとする気配 りさえあれば、だれで もこの事業をよ り一層充
実 ・発展させて行けるのであ り、 これ こそ理解 してほしいと念願 している。
そ こで、2000年度(一 部に他年度を含む。)に刑事博物館でお こな った生涯学習振興事業に
つ いて箇条書き風にまとめ、おおかたの参考に供 した い。
(1)開館70周年記念特別展示 「新 ・捕 りもの伝説 一 明治大学刑事博物館所蔵r名 和 コ
レクション』の世界 一 」展
会 期 は、2001年2月26日(火)～6月25日(月)(好 評 によ り7月11日 まで 会期 を特 別
延長)。入館無料.主 旨は、我が国有数の捕物道具の優品の周知であ り、テ レビ、新聞、雑誌、
イ ンターネ ッ ト等さまざまな メデ ィアで紹介 された。
テーマを単に 「捕物道具展」「捕物の歴史展」としないで、あえて 「新 ・捕 りもの伝説」とし
た.そ の理 由は、捕物具や歴史 に関心 をもつ人にとどま らず、よ り広 い層 に向けて本展示の魅
力をアピール したが ったか らである。時代考証家の名和 弓雄氏が私蔵 した、伝説的な捕物道 具
,
の優品を、本館が あらた に教育 ・研究資源 として受 け入れた ことを宣言する意味を こめてタイ
■
トル とした。結果的 に、美術誌の紙上で も本震を紹介 しても らえた。
ポ ス ター、 リー フ レ ッ トで 告 知 し、 展示 目録 を作成 した。 項 目は、 【資料7】 の とお り。
(2>特別展示 「新 ・捕 りもの伝説 一r名 和 コレクシ ョン』の世界 一 」記念セミナー
上記の特別展示 に関連 して、4週 連続 の公開講 演会を開催 した。聴講無料。講師 は、第1回
が名和弓雄氏、第2回 が名和氏、氏が主宰す る正木会の師範 ・門下生、第3回 が伊能学芸員、
第4回 が重松一義 ・中央学院大学教授だった。聴講者は延べ250名余 り。
第1回 「捕 りものコレクシ ョン80年」 時代考証家 ・名和弓雄氏
第2回 「実践 ・江戸の捕 りもの術 【演武】」 時代考証家 ・名和弓雄氏、正木会師範ほか
第3回 「刑事博物館の捕 りもの史料 【スライ ド上映】」 伊能秀 明刑事博物館学芸員
第4回 「江戸の捕 りもの 一 搦めの法理 とその用具 一 」 重松一義 中央学院大学教授
鱒 増 穂 ・㈱ ・・㈱ ・・計15名)'・ 一 漕.一i一
本 館では 、「保存」f調査 ・研究」「教 育 ・普及」 とい った.博 物館 ・G
の3人離 の習得をめざした繍 なスケジューIVにそって実習がおこ 劉
なわれました。また.時 には雑誌社からの取材対応などがくみこまれ 滞 皇『1気
きることもあります。
…
1き;・. ヨ
大槻ケンヂ氏をかこんで(取材のあとで}
奮畷:謡籔再興 霜男雛ご醐 丙芦i熱 論総 総 灘.
i鯛 噸 編く博物館管理学λ門禰 普及の実際)'i嚇 騒騒 と、旋 輪鼓 、嚇aS
漁 撫囎 撚 鰹 無 難 勲 堕熱k',c..騨 『轡 てし
写真7「 大槻ケンヂ氏の取材J
??????
?
?
?
?
?
?
??????????????
????
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(3)事前調査協 力 ・資料 出品
全国の博物館 ・美術館からの依頼に応じて、展覧会企画の事前調査に協力し、所蔵資料を出
品 した。
.3教 育 ・研究資源の充実 一 収集 ・保存 一
下 記の重点策を設定 し、その実現に努めた。
(1)「名和 弓雄 捕物道具 コ レクシ ョン」 の一括 受け入れ
我が国有数の上記コレクションの一括受け入れについて、文部省私立大学等施設整備補助金
を得 て3年 計画で これ を完 了 した。
(2)地方史誌 ・紀要 ・図録の収集
約1800タイ トルの地 方史誌、展示図録 を 目録化す るとともに、寄贈交換 を促進 して年間
2500～3000冊の寄贈本が あった。順次、 図書 目録 に掲載 してゆ く。
(3)資料の修復
置
明治初期の死刑具 「絞罪器械」〈模型)、江戸時代の捕縄術秘伝書を修復した。
3
(4)資料の撮影
日向国延岡藩7万石の譜代大名内藤家に伝来し最良質の藩政文書といわれる 「内藤家文書」
および 「名和 弓雄 捕物道具コ レクシ ョン」 の撮影 をお こなった(継 続 中)。
4調 査 ・研究の促進'・1
21世紀の高度情報化の中で、社会は大学の教育研究の根源を問い、かつその向上や社会的貢
献 を求めて いる。下記 のような作品を通 じて人権 の尊重 ボ擁護、歴 史的に貴重な遺物の保存、
大学博物館の周知に資した。
(1)研究報 告
伊能秀明 「欧州 ・日本における拷問 ・処刑器具の比較的一考察」(『明治大学博物館研究報告』
第6号(2001年3月)所 収)。
伊能 ・熊澤優佳 ・織田潤共編著 「刑事博物研究1十 手 ・捕 りもの道具 小考」(同上)
その他の研究成果 については、 『明治大学博物館年報』2000年度 を参照 された い。
〈2)大学博物館の調査
すでに 『明治大学博物館研究報告』第1号 ～第4号で下記のとおり成果を報告した。
「大学博物館 に関す る基礎的考察 一 デー タに見 るその現 状 ・1995年9月」(1号)
r日本の大学 博物館(Y)一 北海道 ・東 北 ・関東 ・甲信越の52館 ・1996年9月」(2号)
「日本の大学 博物館(2)一 東京の38館 ・1997年9月」(3号)
「日本の大学 博物館(3)一 東海地方以 西の47館 および補遺の7館 ・1998年9月」(4号)
そ の後 も継続 して大学 博物館の動向 に注 目し、広報紙の季刊 「み ゆうじあむ ・あいず」第5
号以 降で 「新 ・大学 博物館め ぐ り」 として下記 の館園 を レポー トした(数字 は掲載号)。
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5北 海道大学水産学部水産資料館17「 新 ・大学博物館めぐり」
6北 海道大学農学部附属博物館18杉 野学園衣裳博物館
7東 京大学文学部常呂資料陳列館19文 化学園服飾博物館
8岩 手大学農学部附属農業教育資料館21田 中千代学園民俗衣装館
9青 山学院資料センター22早 稲田大学會津八一記念博物館
Yo東京農工大学工学部附属繊維博物館23東 京理科大学近代科学資料館
11学習院大学史料館25東 京女子医科大学史料室
12東海大学人体科学博物館 吉岡彌生記念室
14南山大学人類学博物館26日 本女子大学成瀬記念館
15立 命館大学 国際平和 ミュー ジアム,27東 京家政大学博物館
5自 己点検 ・自己評価 一 新たな博物館理念の創成 一一
本館は、おかげで開館70周年を迎えた。2001年度には、文部科学省か ら全国の博物館30
館の1つ として 「親しむ博物館づ くり事業」を委嘱され、.産官学民の連携でこれに聖 り組み、
4回の教育 ・普及事業をおこなったことを特記 しておく。
現在、駿河台校地B地 区の再開発事業が進捗中であり、2004年4月の新規開館にむけて新 ・
明治大学博物館構想がまとめられつつある。
小職は、この機会に従来の資料保存重視型博物館から脱却を図り、ユニバーサルな視野から
ローカルな歴史資料を集積 ・展示し、学術情報としてひろく発信する大学博物館を志向したい
と考える。「ひろく」とは、性別、年齢、人穂 宗教 民脹 国籍をとわない、世界共通という
意味である。
その実現には、21世紀の本館のユニバーサルデザインを策定するとともに、博物館機能のソ
フ ト・ハー ドの両面にわたる抜本的な改革が必要不可欠である。
その推進にあたり、基本となるのは今日までの明治大学の3博 物館の歩みである。ちなみに
3館 の 「案 内」 によ る と、 そ の特 色 は 【資料8】 のよ うな キー ワー ドで 表 す ことが で き る。
こ こにお い て、【資 料8】 の キー ワー ドを総 括す る、よ り上位 の 理念 が求 め られ る(【資料9】)0
小職が提唱したいのは、「権利 自由 独立自治」の建学精神にもとつく3大理念である。すなわ
ち 「生涯学習への貢献」「独創的研究の展開」 「建学の理想の高揚」から成っている。
願わくは、新 ・明治大学博物館は、21世紀の世界へ、社会へ、すべての世代へ 白雲なび く
駿河台から新風を吹き込む博物館としたいものである。
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【資料1】刑事博物館資料の系統樹
一 系一E締 難 磨 ン
古代法.
中世法
歴 法制資料系 戦国法
史 近世法
資 近代法
料 内藤家 文書(譜代大名 ・日向国延岡藩
7万石の内藤家の藩政史料。
約4万5000点)
零
刑 地 方文 書(東北から九州地方にいたる
事 二
博 ○ 市町村史編纂の基本資料。約15万点)
物 万
館 点 古文書系1 寺社文書
資 超 公家文書
料 武家文書
近 代文 書(司法卿大木喬任関係文書
ほか)
一 系一躍1鐸
図
書
歴史系図書モ 啓蒙・普及書
専門書
史料 ・辞典類
自治体史
六
万
地方史誌系一 モ 雑誌
目録
点
超 展覧会図録モ 美術工芸.
人文科学
自然科学
『
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【資料2】生涯学習の歩み
一 冒一 一}一
」一 曹・一 ・_一 一一,一_」 一 一一 一一
年代と特色 お も な 動 向
一 一 }
第1期1949～69年
社会教育の時代
一 一「一一一 一 「_r,一 一「」一 冒
1949年に制定された社会教育法により各地に公民館、図書
館、博物館が設置された。 とくに全国的に配置された公民館
(1999年度1万7800館余 り)が、成人教育に中心的な役割 を
果たした。
_冒 一 一一一
一 一 一一 一「・一
冨
都市部では地域の都市化、住民の核家族化 ・高学歴化 ・高
齢化 とともに、学習ニーズの高度化 ・個性化 ・多様化が進展
し公民館活動は衰退 した。
第2期1970～89年
70年代に156か所、80年代 に317か所 のカル チ ャーセ ンター
が開業 し、 カルチ ャー ブームが到来。80年代 にカルチ ャーセ ン
民間主導の時代
ターは黄金時代を迎えた(通 産省実態調査による)。
これを後追いして、公民館のカルチャーセンター化が進め
られ 、 「社会 教育の終焉」 と評 された。
1985年か ら87年にかけて臨時教育審議会が教育改革の柱
として生涯学習体系への移行を答申した。
_一_一 冒 一 ・一 「」 一一
一 一 ■一一__r一,一T一 一一㎝ 「一買置 一
1988年7月に文部省社会教育局が生涯学習局に改組された
のち、1990年1月中央教育審議会答申 「生涯学習の基盤整備
につ いて」 、同年6月 のいわゆ る生涯学習 振 興法 によ り、国
の生涯学習行政が本格化 した。
第3期1990～2000年
社 ・学連携 の時 代
全国各地で生涯学習推進セ ンターが続々誕生 した。
行政のね らいは、 これらを拠点として各地域の公民館な ど
の社会教育施設あるいは大学 ・短期大学な どの教育機関を結
び、社 ・学連携による全国的ネッ トワーク化の推進だった。
官製カルチャー事業が巻きかえしをはかった反面、80年代
に隆盛だった民間カルチャー事業者は、社 ・学の双方から圧
追 され る結 果 とな った。
一 一 一一_胃 一 ・一 一一一一 」酊
_「 「一 」_冒_一 一 一一 π一}__一 一 一 一皿 胃一 「
(読売 ・R本 テ レ ビ文 化 セ ン タ ー 特 別 顧 問 の111本.L'外利 氏 に よ る 。)
【資料3】生涯学習政策の概要
年 月 お も な 動 向
1981(昭和56)年6月 中央教育審議会答申 「生涯教育について」
1983(昭和58)年4月 放送大学開校
1984(昭和59)年8月
1985(昭和60)年6月
1986(昭和61)年4月
1987(昭和62)年4月
8月
臨時教育審議会設置
臨時教育審議会第一次答 申(生涯学習体制の整備等)
臨時教育審議会第二次答申(生涯学習体系への移行等〉
臨時教育審議会第三次答申(生涯学習の基盤整備の推進等)
社会教育審議会報告 「生涯学習とニューメディア」
臨時教育審議会第四次(最 終)答 申(生涯学習体系への移行等)
1988(昭和63)年7月.
11月
1989(平成元)年it月
文部省社会教育局を 「生涯学習局」に改組
教育 白書 「我が国の文教政策一生涯学習の新しい展開一」
全国生涯学習フェスティバル第1回 開催(千 葉県)
1990(平成2)年1月 中央教育審議会答申 「生涯学習の基盤整備について」
都道府県に生涯学習推進センター、大学等に生涯学習センター
が設置 される。
6月
民間教育事業の支援がおこなわれる。
生涯学習の振興のための施策の推進体制等の整備に関する法律
明治大学博物館研究報告 第7号(2002)一30一
【生涯学習振興法】の施行(都道府県の体制整備、地域生涯学習
振興基本構想、生涯学習審議会の設置等)
8月 生涯学習審議会の設置
1991(平成3)年9月 中央教育審議会答申 「新しい時代に対応する教育の諸制度の改
革について」
5月 東京都生涯学習情報センター開設(都教育庁飯田橋庁舎)
8月 東京都生涯学習情報センター、丸の内庁舎4階 に移転
1992(平成4)年7月 生涯学習審議会答申 「今後の社会の動向に対応した生涯学習の
振興方策につ いて」
9月 産業構造審議会生涯学習振興部会答申 「生涯学習社会及び生涯
学習の振興方策の在 り方について」
9月 学校週5日 制の実施(月1回 第2土 曜 掴)
1993(平成5)年2月 第2期生涯学習審議会発足
1994(平成6)年9月 生涯学習審議会施設部会報告 「学習機会提供を中心とする広域
的な学習サービス網の充実について 一新たな連携 ・協力システム
の構築 を目指 して一」
10月 「東京における生涯学習関連機関の交流集会」第1回 開催
1995(平成7)年4月 学校週5日 制の月2回 への拡大(第2・ 第4土 曜 日)
第3期生涯学習審議会発足
第15期中央教育審議会発足
8月 生涯学習審議会社会教育分科審議会教育メディア部会報告 「時
代の変化に対応した地域における教育メディア利用の推進体制の
在 り方 について」
7,一 曹 騨 一 ・
1996(平成8)年4'月 第3期生涯学習審議会答申 「地域における生涯学習機会の充実
方策について」
生涯学習審議会社会教育分科審議会報告 「社会教育主事、学芸
員及び司書の養成、研修等の改善方策について」
6月 第15期中央教育審議会審議のまとめX21世紀 を展望 した我が国
の教育の在 り方について』
12月 東京都生涯学習セ ンター条例制定(東 京都生涯学習セ ンターへ
の名称変更、現在の千代 田区丸の内3-5-1東 京 国際フォー
ラム地下1階 へ移転)
1997(平成9)年3月 生涯学習審議会 ・審議の概要 「生涯学習の成果を生かすための
方策 について」
6月 第4期生涯学習審議会発足
中央教育審議会第二次答申 「21世紀 を展望 した我が国の教育の
あ り方について」
1998(平成10)年3月 教育行政機i関と民間教育事業 との連携 ・方策 に関する調査研究
協力者会議報告 「教育行政機関と民間教育事業との連携の促進に
つ いて」
9月 生涯学習審議会 ・中間のまとめ 「社会の変化 に対応 した今後の
社会教育行政のあ り方 について」
10月 生涯学習審議会社会教育分科審議会計画部会図書館専門委員会
報告書 「図書館の情報化の必要性とその推進方策について 一地域
の情報化推進拠点 として 一」
1999(平成11)年6月' 生涯学習審議会第1小 委員会答申 「生活体験 ・自然体験が 日本
の子 どもの心をはぐくむ」
生涯学習審議会第2小委員会答申 「学習の成果を幅広く生かす
一生涯学習の成果を生かすための方策について一」.
2000(平成12)年11月 生涯学習審議会答申 「新しい情報通信技術を活用した生涯学習
の推進方策について」
(参照/i東京都生涯学習センター概要』所収 「生涯学習に関する動きの概要」)
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【資料4】 「ケル ン憲章一生涯学習の目的 と希望」(要訳)
すべての国が直面する課題 は、どのようにして、学習する社会となり、来 偉紀 に必要 と
される知識 技能、資格を市民が身につけることを確保するかである。経済や社会はます
ます知識に基づ くものとなっている。教育と技能は経済的成功、社会における責任、社会
的一体感を実現する上で不可欠である。
来世紀は柔軟性 と変化 の世紀 と定義 されるであろう。すなわち、流動性への要請がかっ
てないほどに高まるだろう。今 日、パスポー トとチケ ッ トによ り人々は世界中 どこへでも
旅することができる。将来には、流動性へのパスポー トは、教育 と生涯学習 となるであろ
う。 この流動性のためのパスポー トは、すべての人々に提供 されなければならない。
第1部:基 本原則
我々の社会的、経済的 目標 を達成す るためには、生涯学習への投資に対す る更なるコミ
ッ トメ ン トが必 要 となる。
●政府による、あらゆるレベルでの教育及び訓練の向上のための投資
●民間セクターによる、既存及び将来の労働者への訓練
●個人による、自己の能力及び職務経験の開発
(中 略)
人々への:更なる投資へのコミッ トメン トは3つ の原則によって支えられねばな らない。
●第一に、知的才能に恵まれた人や経済的に恵まれた人だけでなく、すべての人々が学
習や訓練へのア クセスを持 つべきであり、基礎教育は無料であるべきこと。障害者の
ニーズに対 して特別な考慮が払われるべきこと。
●第二に,す べての人々が、義務教育期間だけでなく、生涯 を通 じて学習を継続するこ
とを奨励 しまた可能とすべきこと。
●第三に、開発途上国は包括的で近代的かつ効率的な教育制度を確立するための援助を
受 けるべ きであ る こと。
第2部:不 可欠な要素
生涯学習と訓練の戦略における不可欠な要素は次 の点である。
●質の高い初期教育
●すべての子供にとって、読み、書 き、算数、精報通信技術(ICT)の十分な能力を達成
す るとともに、基本的な社会的技能 の発展を可能とする初等教育
●労働市場 のニーズ を認識 している学校によ り提供される、高等教育 や専門的職業へ進
む学生のみでない、すべての学生の素質や能力を開発するような中等教育
●労働市場のニーズ に合致 した技能や最新の技術を授けるとともに、 よ り高水準の責務
への道を開く職業訓練
●恩恵 とすることができるすべての人々にとってのアクセスを確保す るために必要な資
金的支援を備えて、学位 レベルの活動か らの恩恵を受けうるすべての人々に機会を提
供する高等教育
●適切な公的なあるいは雇用者か らの支援を受け、家庭のニーズにかない、 また、生涯
を通じて技能の再習得の身近な機会を提供する成人にとっての技能の習得。 これには、
高度な職場での学習制度や自己啓発学習に必要な技能を備えさせることが含まれるべ
きで ある。
(中 略)
第3部:具 体的施策
教育制度は各国ごとに強い特徴が あ り、文化的多様性を育てる上で極めて重要な役割 を
果 している。 しか し、すべての レベル において水準を高めるために教育 ・訓練制度を近代
化する上で、各国間で共通 した優先事項やアプローチが存在 した り、あるいは、特に効果
的な戦略を特定化 したような重要な領域がある。次に挙げ られているのは主要な具体的施
策 であ る。
曹
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● 教員は、近代化やよ り高い基準を推進する上で、最 も重要な資源である。教師の採用、
訓練 、 配 置、 的確なイ ンセ ンテ ィブは、いかなる教育制度が成功す る上においても極
めて重要である。
●公的及び民間の資金による相互支援的な役割及び教育 ・訓練への投資の全体的水準の
向上の必要性。
●伝統的な教育 ・学習方法を支えるとともに、例えば遠隔地学習を通 じた教育 ・訓練学
習の量及び範囲の拡大のための近代的で効果的な情報通信技術(ICT)ネッ トワー ク
● 生徒の習熟度を測るための国際的に認め られた試験の更なる開発 と改善。
●専門的資格及び就労経験の認知。
●グローバ ル化 した世界 において、異なる文化への理解 の向上や流動性の増加 のための
外国語学習の増進。
● より高度な基準や達成度についての明確な 目標の確立に対するより…層の関心。
●研究開発における大学と企業との問での極めて緊密な連携の発展を始めとする、教育
における起業家精神文化の発展の必要性。
(日本生涯学習総合研究所/「 生涯学習シンポジウム』参考資料 「ケルン憲章要訣」1999/12〆13より引用)
【資料5】 ケルン憲章 と我が国の 「答申 ・施策」にみ る生涯学習へのスタンス比較例
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ケルン憲章
「人的資本への投資」志向が強い
(日本生涯学習総合研究所/P生 涯学習シンポジウム』参考資料 「ケル ン憲章要訣」1999/12/13より引用)
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【資料6】
項 目 大学博物館の機能拡充 大学の構造改革の指針
1 教 育 ・普及事業の展開 学術情報の公開 ・利用
2 生涯学習への開放 大学施設の開放
3 教育 ・研究資源の充実 施設、教育 ・研究資源の充実
4 調査 ・研究の促進 最先端の科学技術研究
5 自己点検 ・自己評価 自己点検 ・自己評価
【資料7】 「新 ・捕りもの伝説」展示項目一覧
1,長い柄 の捕 りもの具 5,十手さまざま
2,結び と握 りの捕 りもの具 6,捕りもの 図鑑
3,鎖の捕 りもの具 7,時代考証家名和弓雄氏 特別出品資料
4,光と音 の捕 りもの具 8,おも しろ捕 りもの具
【資料8】明治大学の3博物館のキーワー ド(私見による)
刑事博物館 法と人の歴史 人の権利の尊重 ・擁護
考古学博物賠 人類史の究明 人の暮 らしぶりの変化
商品博物館 工芸の文化史 生活文化の変化 ・向上
(刑事博物館 ・商品陳列館 ・考古学博物館の各 「案内」参照。)
【資料9】新 ・明治大学博物館の理念(私 見による)
「生涯学習への貢献」 一 あらゆる世代に開かれた生涯学習機関としてユニバーサルな視野
から地域の情報を発信し、豊かな人生に貢献します。
「独創的研究の展開」 一 体系的に収集された資料を多彩な視点から分析し、独自性の高い
学術情報を社会に還元します。
「建学の理想の高揚」 一21世 紀 の地球的 ・人類的 ・時代的な課題に果敢に取り組む人形を
育成するため、本学の教育研究の一翼を担います。
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【資料10】小職主宰による 「博物館入門講座」の主旨
1,rr万葉集』事 始 め 一は じめ ての 万葉体 験 一」(1997年1月～3月)/(1997年5月 ～7月)
(1)r万葉集』 と私たち
『万葉集』は、日本最古の歌集です。成立は、奈良時代末期の770年か ら782年頃で、大伴
家持の手で全20巻に編 まれたと推定されています。
『万葉集』の書名は、「万世まで伝われ」と祈 りを こめて名づけたとか、「万の言の葉の集」を
意味す るといわれ ます。
収録作品は、『国歌大観』による と4516首にのぼ ります。内容は約4200首の短歌のほか長
歌、5・7・7・5・7・7の6句か らな る旋頭 歌な ど、 さまざ まな歌体 を含ん で います。
作品の年代は、実質的には箭明天皇の国見歌 に始ま り、天平宝字3(759)年の大伴家持の歌
までの約130年間を中心としますが、伝承歌 も含めればおよそ400年の長きにわた ります。
作者は、皇族、貴族や官人だけでな く、兵士や名もない庶民まで幅広 い階層にわた っていま
す.代 表的な歌人としては、額 田王、柿本本麻 呂、山部赤人、高橋虫麻 呂、大伴旅人、山上憶
良そ して大伴家持などが有名です。
歌われた地域 も近畿を中心に しなが ら、ほぼ 日本全土に及んでいます。
それ らの作風は、素朴な感情を率直に表現 しなが ら格調高 く、私たちの心 に触れる優れた作
品が数多く残 されています。 ㌦1
『万葉集』は人聞性豊かな古典文学として、今日で も広 く親 しまれて います。
それだけでな く、古代の社会や民俗を知 る上でもきわめて重要な文献 とされています。
(2)講座へのお誘い
この入門講座では、このような 『万葉集』には じめて入門 してみようという皆様 とごいっしょ
に学んで行きたいと存 じます。
『万 葉集』には、古 代人 の衣 ・食 ・住 の 生活 、風俗 ・習慣 、法 制度 な ど につ いて、多 岐 にわた
る内容が含まれています。
そこで、このような記事について、考'古学、歴史学、法史学、民俗学などのさまざまな視点
から・なるべ く実物資料ない しは関連資料 を示 しなが ら、皆様 とともに考え、読み解 くことを
試み ます。
このように多彩な学問分野か ら、『万葉集』の世界についてご理解 を深めていただ くととも
に、 さまざまな万葉秀歌に親 しんでいただ くことが、 この講座のね らいです。
10回の講座 を通 して、『万葉集』への知的冒険の旅を楽 しんでいただければ幸いに存 じます。
2,「博物館資 料 を読み とく一モ ノで知 る法 ・習俗 ・社 会 一」
(1998年10月～12月)/(1999年5月 ～7月)
21世紀の到来を目前にして、いま私たちの社会は、環境の危機、経済の危機、哲学の危機な
どさまざまな曲がり角に直面 しています。た とえば地球環境の保全 と豊かさの享受、社会的な
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向上発展と個人の幸福の追求 をどのように調和 させて行けば よいので しょうか。
このような外 と内、社会 と人間との危機的状況にあた り、日頃 いかにモ ノを見、考え、行動
するか、個人の生き方が模索 され ようとしています。
明治大学の3博 物館 には、さまざまな資料が収集保存 されていますが、これ らはすべて人間
の生存の証明で もあ ります。
博物館では、平素から貴重な資料を永久保存しつつ、価値を発見し活用する試みが継続され
て い ます。
本講座では、先人の文化的遺産、もしくは反面教師的な教訓 というべき博物館資料の数々に
光をあて、それ らを題材 として講義を進め ます。
学芸員 とともに、じか にモノに触れ、見て、感 じていただき、いろいろな角度から楽 しみつ
つ学 んでいただければ幸 いに存 じます。
3,「博物 館 お もしろ百 科 一知 の越 境 を楽 しむ 一」(2000年4月～7月)/(2001年4月 ～7月)
8
この講座 は、 これか ら生涯学習をはじめよ うとす る皆さまをお もな対象とします。
生涯学習を支える中枢的な機関である博物館で、日々活躍している校友の学芸員を中心に講
師 を依頼 してその博物館 を訪問 し、その博物館の特色、展示や資料 についてわか りやす く解説
していただ く予定です。
この講座 を通 じて、よ り深 く博物館に親 しんでいただき、その利用法や楽 しみかた を体得 し
て いただければ幸いです。
4,「お も しろ 刑事 博物 誌」(2001年4月～2002年3月)
この講座 は、日本で唯一の刑事 博物館がお贈 りする、オ ンリーワンの刑事博物入門講座です。
このシリーズでは、江戸時代の刑事博物を中心 として、や さしく深 くお話 しいた します。あ
るときは実物資料にふれ、あるときは古 書の絵解きや解読 を、また見学会やフィール ドワーク
な ど、話題満載、興味 いっぱいの悠遊講座です。
10回の講座 をとお して、じっくり刑事博物 に親 しんでいただき、資料の中か らうかがい知る
ことのできる先人の入間性や教訓について いろいろと考察 をめ ぐらせてゆきます。
刑罰史料の中か らで も、人聞の尊厳やすば らしさ、あるいは したたかさを見いだす ことがで
き るので す。
生涯学習の水先案内人 として、本格的な生涯学習の世界にご案内 します。
21世紀最初の年は、刑事博物館発、日本初の 「おもしろ刑事博物誌」で楽 しみなが ら学んで
くだ さ い。
いよく ひであき(刑事博物館学芸員)
